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　私がかかわっているのは、知的に障害のある高

校生たち。高等部に入ってなかなか環境の変化に

慣れず、落ち着きのなかったＡくん。私もうまくコ

ミュニケーションが取れませんでした。5月の宿泊

学習の夜、布団に入ると、Ａくんが私に｢あ！｣と手

を伸ばしてくる。くすぐるとケラケラと笑う。また手

を出してくる。今度はフェイントを掛けてくすぐる。

もっと笑う。こんなやり取りを繰り返していました。

その出来事をきっかけに、少しずつＡくんとのやり

取りが成立するようになりました。

　高等部入学当初、ほとんど友達とかかわりのな

かったＢくん。学校での様々な経験を経て、少しず

つ友達とかかわる楽しさを感じてくるようになりま

した。2年生のある日のつぶやき、｢卒業したらみん

なばらばら。それぞれ生きていくんですね…。｣さら

に、｢でも、みんなとの楽しい思い出があるから大丈

夫です！｣とＢくん。｢そんなことないよ。卒業したっ

てみんなといくらでも会えるんだよ｣と話すと、Ｂく

んは笑顔でうなずきました。Ｂくんの未来が一つ開

けたように感じられた瞬間でした。

　｢教師の仕事は、子どもたちの今の幸せと未来の

幸せを担っている。こんな素敵な仕事はない｣は、

学生時代に先輩が話していた言葉です。自分には、

まだまだ遠く及びもつかない言葉です。しかしなが

ら、子どもたちと心を通わせ、子どもたちが“変わっ

た”と感じられる瞬間に立ち会えることは、何にも

替えがたい喜びであり、教職の魅力です。先の言葉

を自信をもって言えるよう、これからも自分自身を

高めていきたいと考えています。

佐々木健太郎

子どもたちの
今の幸せと未来の幸せを
担っている仕事

　皆さんは学校の先生にどんな印象を持っていま

すか？ あまり良い印象を持っている人はいないの

ではないかと思います。私も学生時代はほとんどの

先生に良い印象を持っていませんでした。「だった

ら自分が教員になってその印象を変えてやる！」と

決意し、教員になりました。

　教員になった今、授業や部活動、学校行事等を

通じて、生徒と一緒に活動することが楽しいです。

あるとき先輩教員から「１年目と変わったな。生徒

はちゃんと先生の背中を見て育ってるぞ。これから

の成長が楽しみだな」と言われ、とてもうれしく思

いました。また2011年の東日本大震災では学校で

被災し、大変な時期を過ごしました。普通の事がと

ても有り難く、生徒と一緒に活動したりすることが

こんなにも大切な時間であり、生徒が色々な事を

吸収し、成長し続けていることを再確認しました。

　人の成長に関わる仕事は教員しかできないこと

です。それには責任が伴い、苦労も多いです。しか

し、生徒と一緒に活動したり、感情を共有したりす

ることはとても楽しいことです。知識は一生のうち

で習得できますが、感情を共有することは体験した

人同士、その一瞬一瞬でしか味わうことができませ

ん。それを感じ取ること、導いていくこと、生徒を信

頼すること、共に育っていくことが教員として一番

の魅力です。

Person 05
宮城教育大学附属特別支援学校 教論※

※2014年8月現在 修士課程特別支援教育専修１年に在籍中

●2007年 障害児教育教員養成課程（S課程）
　養護学校教育専攻 卒業
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Kentaro  Sasaki
髙橋 謙人
宮城県南郷高等学校 教諭

●2007年 生涯教育総合課程（Ｌ課程）
　自然環境コース 情報数理専攻 卒業

Kento Takahashi

Person 06

一緒に学び、
共に育つこと（共育）が
教員の魅力


